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　わが国、そして埼玉県内の設備投資は堅調に推移してい
ます。日銀短観（2026年 3月）の2026年度設備投資計
画をみると、前年度比＋2.7％（全規模・全産業ベース）
と昨年度に続く増加計画となっています。ここ数年、企業
が投資に踏み切る動機としては、維持更新や能力増強に加
えて、①人手不足に対応するための省人化投資や事業活動
のデジタル化に向けた情報関連投資、②物流施設の建設投
資、③成長分野や脱炭素化関連の研究開発投資など、景況
の波から独立した数多のテーマが挙げられています。この
うち、デジタル化に向けた情報関連投資の動向を確かめる
には、ソフトウエア投資とそれ以外を分けている「法人企
業統計調査」が便利です。長期的な設備投資の推移をみま
すと、コロナ禍を例外に10数年にわたって増加が続いて
おり（図表 1）、中でもソフトウエア投資（2つのグラフの
乖離部分）は徐々に拡大しています。
　これはまさしく、デジタル化の流れが強まりつつある証
左であると思いますが、県内企業には、さらに先を見据え
て、構造的な人手不足に対応するための省人化の取り組み
をより一段とスピードアップするよう期待したいと思いま
す。「さらに先を見据えて」といいますのは、現在も非常
に強い人手不足感は先行き一層強まるとみられることを踏
まえたものです。当研究所の企業経営動向調査（2026年
1-3月期）における雇用人員BSI（「過剰」－「不足」）は、
全産業で▲38、非製造業に限ると▲51と、すでに歴史的

な不足超幅となっていますが、こうした厳しい雇用環境に
追い打ちをかけるように、現在人手不足感を緩和させてい
る要素が中長期的に弱まっていく可能性があります。
　といいますのも、第一に、過去10年ほどの間に労働参
加がぐっと増えたシニア層に関しては、1947年～ 1949
年生まれの「団塊の世代」という大きな集団がいよいよ
80歳となり、労働市場から身を引いていくと見込まれる
ことがあります。そして第二に、企業によってはすでに事
業の担い手となっているケースも少なくない中国、ベトナ
ム、フィリピン、ネパールなどからの外国人材に、この先
もずっと頼ることができるのか、という問題です。現在、
埼玉県の在留外国人は毎年＋1割ずつ増加している状況で
すので、この流れが短期間で大きく変わるとは思われませ
んが、中長期の展望は不透明です。なぜならば、総人口の
減少はわが国だけでなく、中国、韓国をはじめアジアの多
くの国・地域でみられるためです。中国では、2021年の
14.2 億人をピークに人口減少が始まっており、先行き凄
まじい減少が予測されています（図表 2）。県内企業での
活躍をよく耳にするベトナム人についてみますと、人口の
ピークはまだまだ先の2049年と予測されていますが、そ
こまでの増加ペースは緩やかですし、何より人口減少に直
面する中国、韓国などとの人材の奪い合いは熾烈化するの
ではないでしょうか。
　昨年は関税、今年は軍事紛争と、米国トランプ大統領の
動静に振り回されがちの日々ですが、県内企業におかれて
は、中長期的な経営環境の変化を想定し、省人化投資やデ
ジタル化を拡大・加速されることを期待します。

省力化投資、デジタル化の加速を
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　風薫る奥武蔵の山々に抱かれた入間郡毛呂山町。越生町を

源流とする越辺川が流れ込むこの瑞々しい土地で、明治 15 年

（1882 年）、麻原酒造は開業した。初代の麻原善次郎は、琵琶

湖畔に生まれ、9 歳で東京青梅の酒蔵に奉公に入り、29 歳の

時に現在の毛呂山にきた。善次郎は、「近江やに名高き松の一

本木 先から先へと開くさゝ浪」との歌に、心を込めて造った

酒はさざ浪の如く世に伝わるとの思いを込めた。代表銘柄で

ある「琵琶のささ浪」の銘はこの歌にちなんでいる。

　それから 140 余年、五代目当主の麻原健一さんは代々受け継がれた蔵元と

しての矜持を保つ傍ら、フランス・ブルゴーニュでのワイン醸造修行という

キャリアを活かして、越生ブリュワリーにてリキュール、ワイン、ビールな

どを造り、数多のヒット商品を国内外に送り出している。また、受託製造に

も積極的で、自治体や生産者・販売者の想いに寄り添いながら、各地域の魅

力を活かしたオリジナル製品を開発している。

　今回紹介するのは、オール毛呂山の素材にこだわった

「純米吟醸 毛呂季光」。季光は、源頼朝の最側近であった

毛呂山郷の鎌倉武将。毛呂

山産の埼玉米「彩のきずな」

を、フルーティーな風味を

押し出す埼玉 G 酵母で醸し

た。発売は本年 4 月の蔵開きのイベントに合わ

せた。当日訪れた左党諸兄の評価は、「パイナッ

プルのような香り、雑味なくスッキリしていてキ

レが良い」と上々であったというが、まっ

たく同感である。「ロック、ソーダ割りも良

い」とか。確かにぴったりかも知れない。

図表１：わが国企業の設備投資（全産業・全規模）

図表２：中国とベトナムの人口推移・予測

（資料）法人企業統計調査 （資料：国連）
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